
平成 30年 11月吉日 

ACR研究会セミナー 

ＰＲＰ作製法とその品質 
 
ＰＲＰ療法は最近皮膚科領域から整形外科領域へと普及してきています。 
但し、その作製法や使用する作製キットによって、血小板の濃度やＰＲＰを構

成する細胞の種類が大きく異なることがあることの認知度は高いとはいえませ

ん。 
私はＰＲＰ作製キットとしてMyCells PRP作製キットを使っています。この
キットを選択した理由は品質管理が行き届いており製品にばらつきがないこと、

すべて滅菌されていること、外来診療において容易にＰＲＰを作製可能なこと、

出来上がったＰＲＰの精度の再現性に優れていることなどであります。 
今回は PRP療法の導入をお考えの医療施設向けのセミナーとして、クリーン
ベンチなどの清潔領域を持たない施設での閉鎖式ＰＲＰ作製と清潔領域内での

開放式ＰＲＰ作製の方法を示します。 
奮ってご参加ください。 
 

特定非営利活動法人	 日本アンチエイジング医療協会 
久保田潤一郎 
 

 
記 
 

日時：平成 30年 12月 9日（日） 
13：30～15：30 (13：10受付開始 13：30開演) 

 
会場：リファレンス新東京ビル貸会議室	  

東京都千代田区丸の内３−３−１ 新東京ビル 地下１階 
A会議室 

TEL:	  03-6269-9686 
 

会費：会員  1,000円	 	 	 会員外 5,000円 
 

※	 お席に限りがありますので、予めお申し込み下さい。 
尚、席に余裕がある場合は当日も受け付けます。 

 



参加申し込み書 
 

12 月 9 日（日） 
第 30 回 ACR 研究会	 東京セミナー

へ 
参加する 

 
大変お手数ですが下記項目にご記入のうえ、 
FAX:03－5911－5554 まで御返信願います。 
 
お名前 1：                   

お名前 2：                   

お名前 3：                   

ご施設名：                     

ご住所 :                      

                            

 

ご連絡先：                     


